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復生記念館について

現在の復生記念館は、平成 18 年に登録有形文化財として指定されましたが、明治 30 年頃に司

祭館として建築され、当時としてはめずらしいコロニアルスタイルの洋館でした。近隣の人々が

お弁当持参で見物に見えたという逸話も残っています。その後何度か改築されて、平成 14 年ま

では病院事務本館として使用されていました。築 116 年余りになりますので保存に耐えなくなり、

この度、建築当時の形に復元することになりました。病院創立時からの諸資料も膨大な量になっ

ており、これらは現存する最古の私立のハンセン病院として歴史的な価値としても貴重なもので

あります。

当院は、これまで長い年月、皇室をはじめ実に沢山の方々の恩恵を受けて今日に至っています。

記念館を復元しても収益を生み出さない施設でありますので、将来の維持管理・保存を心配して

「復生記念館の保存・普及のための委員会」を作ろうとする恩人方の動きも出て来ております。

これに続いて「後援会」を作る計画もあります。修道会では、

毎月の初金曜日には、これまでお世話になった恩人方のために

感謝のごミサをお捧げしています。

工事の着工は、平成 26 年度になりますが皆さま方のご理解と

ご協力をお願いする次第です。

《 理 念 》

神山復生病院は キリストの愛に基づいて 病める人も健やかな人も 神によって創られた人間として

喜びも苦しみも共にしながら 一人ひとりの命を大切にし 希望をもって医療と福祉に献身します

《 基本方針 》

１ 患者様本位の医療

患者様ひとりひとりの生活を重視したサービス、また、御殿場市神山地区の病院として、地域のニー

ズに応えるサービスを提供します。

２ 職員の人材育成

優れた人材を育成するため教育・研修を充実します。

３ 経営の安定化

職員の生活の基盤として、病院の経営状態を安定化します。

創建当時の司祭館（現復生記念館）
明治 30 年頃
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病院ボランティアについて病院ボランティアについて

神山復生病院は明治 22 年の創立以来、地域の皆さまをはじめ、広く国内外の恩人に助けられ、復生病院の歴

史は実にボランティアの歴史と言えます。平成 14 年にホスピス病棟、療養型病棟に転換してからは、もっと身

近にボランティア活動に支えられています。今年で 10 年を迎えるボランティアの方もおります。活動内容は車

椅子介助、話し相手、清拭用おしぼり作り、車椅子調整、ガーデニング、アロママッサージ、縫い物ミシン等々。

サークル活動では、毎月の抹茶サロン、尺八演奏、読み聞かせ、美容カット、音楽演奏、踊り等で活気づけら

れました。納涼祭には、リンゴの会の皆様による特別出演ちんどん屋に大喜びしました。新年度はボランティ

アの輪が一層広がり、ボランティア活動がお互いの交流の場、喜びの場になりますよう新しい仲間をお待ちし

ています。学習会・ボランティア作品展も企画し、一層の充実を目指しております。

平成平成 2424 年度院内研究発表会年度院内研究発表会

Ｈ24 年度最後の全体行事を締めくくる院内研究発表会が 3 月 28 日に行われました。

今年度より看護部主催ではなく、教育研修委員会の主催で実施することができました。

委員会主催となり病院の各部署から研究を募り、ホスピス病棟、療養病棟、そして外来

と栄養課がタイアップされた 3 部署から発表を頂くことができました。どの部署も業務

が忙しいなか研究メンバーを中心に部署それぞれの協力にて、なんとか発表にまでこぎ

つけた様子が伝わってきました。研究担当の皆さま本当に御苦労さまでした。

発表後にいただいた講評のなかで、どの研究においても病院の理念に基づいた病院

方針に付随してくる業務の改善に至っていることが素晴らしい、また継続していっ

て欲しい、という意見を頂戴しました。これはまさに研究に挑む目的と一致してお

ります。看護学において研究の最たる目的は、看護の質向上とその看護実践にある

と言われています。これは看護のみならず当院においても、業務の質向上とその実

践と置き換えることができるのではないでしょうか。

業務に追われる毎日ではありますが、私達は復生病院に

きて下さる患者様のために、部署毎に質向上をめざし研究へと展開していければと

願っております。教育研修委員会としても出来る限りサポートをしていきたいと考

えておりますので、来年度もよろしくお願い致します。

シスター 鈴木 フミ

（ボランティアのお問い合わせは 0550-87-0004 鈴木フミまで）

2012.5.17 鈴の会 音楽会 2012.5.30 ピアノコンサート 2012.9.24 ヘアカット

発表者
（療養病棟)大石美幸さん

教育師長 杉山 美貴子

発表者
（ホスピス病棟)

米山真生さん

発表者
（外来) 眞田久美子さん



平成 24 年度の看護部は『看護専門職者及び看護補助者の専門職能の向上を図ると共に、カトリック精神に基

づいた人間観を養い、看護を通して自己の成長を図る』という教育目標を揚げました。そのなかで先ず、看護

専門職者として改めて個々の専門性を考えていく必要があり、その方法として、他職種との関わりのなかその

専門性に気づいていければという思いより、他職種の皆様の協力を得て研修会の講師を担っていただきました。

5 月より看護部主催の研修会を全職員対象として開催していきました。初回は理学療法士の荒木さんを講師

に、『高次脳機能障害の看護・介護のポイント』と題して 3 回のシリーズで開催しました。実際に入院しておら

れる患者様を思い浮かべながら日頃のケアに活かせる具体的な対応技術を学ぶことができました。講義のなか

では、３．１１(東日本大震災)の被害状況の写真を通して見せて頂くなど、貴重な時間を得る事も出来ました。

これは直接講義に関わる内容ではありませんが、荒木さんの人柄を知ることにも繋がり、他職種連携の一つの

きっかけとして効果的であったと感じています。８月は森田事務部長に『診療報酬について』学びました。今

まで診療報酬について正しい知識を得ずに、間違った認識をしていた事に気づいたことで、看護専門職者とし

てどのように病院経営に参画していけば良いのかを考える貴重な時間を得る事ができました。そして 10 月には

理事長のシスター秋本に『神山復生病院とカトリック』と題した講義を受けました。123 年という年月の重み

を病院理念を通して改めて考える事ができ、創立者の思いにも深く触れることができました。カトリック病院

における看護専門職者としてどのような働きをするべきか、今後も継続して個々に問いかけていく必要性を感

じました。そして 11 月には看護部の管理者を対象に『接し方満足度調査』を実施しました。これは他職種では

ありませんが、所属部署のスタッフが管理者の接し方についてどのように感じているかをワークシートに記入

してもらい、その結果について管理者自らが考察するという課題に取り組みました。初めてのことで不安もあ

ったようですが、管理者としての個々の姿勢を振り返る大切な取り組みとなりました。

このようにどれも初めての試みではありましたが、研修会を通して多くの学びがあったことは間違いなく、ま

た専門性について改めて考えるきっかけになったと感じています。目標に到達できたかと言われると、あまり

にも大きく立派な目標過ぎてとてもとても到達できるレベルではありませんが小さな一歩は踏み出せたと思い

ます。

このほかにも 1 月の「かえでの森」で報告させていただいたように、

多くの実習生が当院を訪れてくれています。この実習生たちが当院に来

て良かったと感じてくれるように、看護部のみならず他職種連携で学生

を支えていければと願っています。早足で駆け抜けた昨年度を足掛かり

として今年度も皆様の御指導御協力のもと看護部の教育体制を整えてい

けるよう、神山の地に足をつけ努力していきたいと思います。

今年度もよろしくお願い致します。

おすすめの本「ことり」 小川洋子著 朝日新聞出版 1500 円

ポーポー語を話し、ことりと会話ができる兄弟の素朴で静かな小さな積み重ね

の人生。こんな生き方もあるのだ、とほんのりじんわり心が温かくなります。

とても読みやすくスピリチュアルな一冊です。

この作品は 2012 年度芸術選奨の文部科学大臣賞を受賞しました。

（ホスピス病棟）松永千歳世さん

今回のおすすめ

平成平成 2424 年度看護部教育を振り返って年度看護部教育を振り返って

教育師長 杉山 美貴子

2012.5.30 荒木理学療法士による講習



□ 経鼻内視鏡検査を行っています。受付・外来までご相談下さい。

お知らせ：平成２５年４月より、第３、５土曜日の皮膚科外来は休診となります。

４／２０・５／１８・６／１５・６・２９は休診となります。

□都合等により、休診や代診の場合があります。お電話でお問い合わせのうえご来院下さい。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

午 前

内科（平田）

内科（林） 内科（平田） 内科（林）

内科（江藤）

心療内科
（飛澤）

（予約制）

内科（飛澤）

休 診

循環器科（関口）
（第３週） 皮膚科

（最終面、皮膚科外来予
定表をご覧下さい)

心療内科（飛澤）
（予約制）

午 後
循環器科（関口）

（第３週）
14:00～15:30

休 診 休 診
緩和ケア外来

（平田）
（予約制）

休 診 休 診

太田 有史 医師

診察開始 ９:００ 診察日 ４／６ ・５月は休診となります・ ６／１

本田 まりこ 医師

診察開始 ９:００ 診察日 ４／１３ ・ ５／１１ ・ ６／８

石地 医師

診察開始 ９:００ 診察日 ４／２７ ・ ５／２５ ・ ６／２２

桜の季節になりました。今年、早咲きで知られる河津桜に開花促進剤を使って早く花を

咲かせていたというニュースを聞きがっかりしました。

全国から足を運んでくださる観光客の方に喜んでいただきたい！！という気持ちも分からないわけではあり

ませんが、私は咲かぬなら咲くまで待とう河津桜．．．とどこかで聞いたことのあるフレーズですが、そんな気

持ちで御殿場の桜を待ちたいと思っています．．．。では次号もお楽しみに

編集

後記

ま

外来担当表

皮膚科外来予定表(４・５・６月)

連絡先：0550-87-0004 担当：森田

 

ホスピス・療養に興味のある看護師さんホスピス・療養に興味のある看護師さん
見学も出来ますので見学も出来ますので,,ご連絡下さい。ご連絡下さい。


